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概打･〈要ｊｎ１へ・ビュｊ、

伊豆諸島における底魚釣漁業の重要漁獲対象となっているメダイとアオダイについて調査を

行なった。_かｊＴｈ…；ム

メメダイに関しては．昭和４２年度より調査を開始し、その間生態.>資源について多くの知見

を得ているが、資源補給機構についてはい左だ解明されておらず、本年度（昭和４６年度）は

これらを中心に調査を行なった．

アオダイは本年度より調査対象としたが、伊豆諸島近海において重要魚種であるにもかかわ

らず．その生鴎資源については系統的な調査がなされていないため、本年度は年令形BHtの解

明と伊豆諸島におけるアオダイ漁業の現況を中心に調査を行なった。

０

８

メダイ資源調査

1．流れ藻に付随する〆ダイ幼魚
ｉｒ

目的

メダイ資源の補給について解明するには、補給源として流れ藻に付随しているメダイ幼魚

の生態を知ることが必要となる。

メダイ資源の補給は、黒潮により北流する流れ藻に付随する幼魚によるという推定のもと

に、島しょ近海の流れ藻に付随するメダイ幼魚の調査と移動を知るための標識放流用魚の採
卜

集を行たつ7と。

○
ｔ 材料と方法

昭和４６年４月１９日から７月１日左での間．大島～三宅島近海において．廷１９回の調

査を行なった。採集方法等については．前年度と同様、指導船「やしお」（１５．７８トン）を
●●

中心に主としてモジャコ採集用まき網を用い、船上Jに，観察して魚群がみえた場合に採集を

行なった。

調査経過および結果：Ｊ

調査結果は．表－１に示すとかハメダイ幼魚を採集できたのは４月Ｗ日､５月１０日、

１１日、１４日、２６日、２７日の６日のみでＳそれ以降の調査では流れ藻等の漂流物をみ

ることはあっても．メダイ幼漁をみることはできたかった。

+■１－



順調に調査出来たと考えられる過去２ケ年間と比較し､次の二点を指摘すると塵ができ(ろ。

ｉへ～Ｅいへ)；い、Ｉい～“Ｗハｗ（!『

表－１メダイ幼魚採集月日調査場所採集尾数：:ﾉｳﾞｨﾊﾞ(ｉか
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①黒潮流軸が冷水塊lのため例年より南下し、青ヶ島以南を流去したため、例年多くみられ
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2．幼魚飼育拭験

目的

メダイ幼魚の標識放流結果は．昭和４５年エリ昭和４５年左での５ケ年間に廷１，８４２尾

の放流にたいして再捕魚は、昭和４６年４月現在６尾と再捕率は非常に低い。’）これは

資源量の大きいことを表わすものとも考えられるものの．標識作業側にも原因があるとも推

測されるので、これら改善の一方策として．可能な限り大型個体を放流すべ〈幼魚の飼育試

０

験を行なった。
８

材料および方法

ａ飼育開始月日

ｂ飼育水槽

昭和４６年５月２７日

流水式コンクリート水槽（４．５×１．６×０．６ｍ）

（6.,×１．６×1.0ｍ）

昭和４６年５月２６．

２７日に採集したメ

ダイ幼魚２６尾、平

均尾又長１５．９c廓．

（尾）

（７月１６日さて）

(７月１７日以降）

ｃ供試魚

Ｎ=:＝２６

平均体重５２４，，
尾

尾又長＃且成は図－５数５

に示すとおりである。

冷凍アミ５０９６．イ

ワシ用配合飼料５０

冊、小麦粉２０９６．図－３

イワシ用配合飼料と小麦粉は、：

古た、適宜餌科として．サバ．

２０

（Cl、）
供拭ｉｔｌｌＯ １５

ｄ餌科

尾叉長組成
●

加熱後冷凍アミと練合せて絵餌した．

イワシの肉片を与えた。

飼育経過および結果

摂餌状況は．８月上旬までは良好で．飽食状態雀で給餌Ｌ１日平均給餌量は５００〃で
●●

あった。それ以降接I再状態はlｸ(第に悪化し、へい死魚か多くみられるようになった。

飼育中における測定は．魚体の損傷を配屈して中止したが．へい死魚の出現経過および測

定結果については．表－２のとおりである。

･･－４－



●●

表－２月日別へい死魚数とその尾又長体重：飼育池における水温（午前９時

観測）と飼育尾数の関係は図－４

に示すとおり．７月５０日より水

温が２４℃台に上昇したころから

へい死魚が多くみられるようにた

った。これらのことから推測して．

水温２１℃以下であれば飼育可能

のものと,思われる。

へい死数月１コ 体重
一

７１１

１４０

２９０

４２０

４９０

５６０

５００

１２５

５２０

５６０

４００

２８０

５００

４２０

４００

４５０

２８５

２９２

２００

２５０

５５０

４５０

尾１
１
１
２

７．９

５１

８．５

１７

１８４ｃ況

２０．６

平

２く6.6

２９．８

５０．２

③２８．０

．２４５

２５．５

２５．５

２６．０

２８．５

１ス８．

２７．５

２９．０

２８．５

２９．６

２７．２

２８．０

２４６

２５６０

２８．０

２１．５

､．

■ 可
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５
５
６

２
２
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5．メグイ標識方法に関する予備実験．／・

目的可］｜パ

メダイの漁場間におけ鴇ろ移動を知るに牡い魚種～魚体長等が確認できたい欠点はあるとし

ても．漁場において釣獲と同時に標識放流するのが最も容易で効率がよい．？

この標識放流方i法を確立するため釣針に標識を取付け～標識の耐久性お王び脱落の試験を

行たった。－A“Ｊ－ｉ‘

Ｖ

●

材料および方法

ａ試験開始月日

ｂ飼育水槽

Ｃ供試～魚

～ｄ試験)標、識

昭和４６年１１月２日 Ｈ

流水式コンクリート水槽（4.5×１．６×０．６ｍ）

マアジ１０尾．尾又長１~4.0～２０．０c〃体重４５～１０２１

釣針：「＜き」の直径０７"鰯､が長さ１１３腕jw6角型ｒ■(：ドー

標識：透明プラスチック板（１０×５×０．７瓶〃）Ｊ

テクス：１号のも

の８５１ｉ、

（釣針の結

節から標識

の結節まで）

以上の材料を用

い図－５にしめす

標識を作製した。

｛『■■■－－－－

８５％

図－５試験用標識
、

経過および結果

マァジ上顎に釣針を刺突きせ飼育を開始したが、飼育開始後１０日目頃から錆による標識

の脱落が目立ちはじめ、飼育開始後ろｏ日目にはすべての標識が脱落した。この間試験魚の
●●

ヘい死は事故による１尾のみで．摂餌状態iも良好であった。

論議

実験に供した釣針は．一般に市販されているもので、その「くき」の直径は０．７mmzであり、

メダイ漁具に使用している釣針の「〈き」の直径（２脚加）は実験に供した釣針の約２．８倍あ

－７－



る。従って、釣針の標識としての耐久性も、実験結果iの１０～３０日間よりも長く､シ数ケ月

間程度はあるものと思われる。しかし、昭和４７年１月現在までのメダイ標識放流結果によ

ると、その再捕雀での期間は最長約９ヶ月間（未報告）であることから、/釣針の材質につい

て、今後検討する必要があろう。

!､ぼた、釣針の結節から標識板の結節までのテクスの長さを実験魚の尾又長と観察の容易さ

を配慮して、とりあえず８５況厨としたが、メダイ標識として使用する場合には．魚の餌付状

況、咽頭から吻端までの長さ．発見の容易さ等を考慮して決定する必要があろう。

9

●

4．〆ダイ卵稚仔の採集

メダイの初期発生を知るため、昭和４６年１２月１５日から２５日にかけて、稚魚ネット

による浮遊卵の雛を大島近海にて柿つた｡昭和４５年において幸禮したﾒﾀﾞｲ未受精卵

の形態に酷似した浮遊卵１０数個を採集し、ふ化させたが、メダイの卵稚ｲ子であると確認で

きるまで飼育するに至らなかった。

⑥

ＩＤ‘
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アオグイ資源調査

1．序章

１－１分布

アオダイ〔Ｐａｒａｃａｅｓｉｓｃａｒｕｌｅｎｓ（ＫＡＴＡＹＡＭＡ）〕は阿部、６）

松原7)によると．八丈島和歌山県沖、高知県沖に分布しているとされている。
東京都中央卸売市場における出荷地および日本各地の農林省地方農政局統計調査事

務所にアオダイの水場状況を照会した結果からみると、日本海沿岸および関東以北の

太平洋沿岸には分布していないようである。伊豆諸島近海を除く関東以南太平洋沿岸

におけるアオダイの分布域は紀伊半島沖、四国沖、九州太平洋沖であるものと思われ

る。また．沖縄においては．方言「シチューマチ」とよばれ、底魚釣によりかなりの

数量が水錫されているようである。

恥

●

１－２東京都中央卸売市場におけるアオダイ取扱高

全国的な水揚高については．農林統計の指定品目外とされており．不明であるが、

一応の目安として．東京都中央卸売市場取扱高を用いた。同市場では．昭和５６年よ

りアオダイを「その他のタイ」から分離して、その取扱量と金額を記録8)している。

これによると、図－１に示すとおり、昭和４５年雀での最多取扱年は、昭和５９年

で２７０トン、６５百万円、平均単価２５４円／K9･昭和４５年で２２６トン．

１０２百万円、平均単価４５５／K,とたっている。

東京都中央卸売市場（以下文中では、東京中央市場と略称する。）への多量出荷地

は．表－１．図－１に示すように東京、静岡、鹿児島、長崎の四都県で、市場取扱高

の９０冊以上をしめている。

年別にみると．表－１、図一１のように昭和５９年までは東京．静岡の両都県で

東京中央市場アオダイ取扱高の８５妬をしめていたか．昭和４０年より鹿児島．長崎

両県の取扱高が増大し、東京、静岡両都県の取扱高が減少してきている。

取扱高の季節変動は、図－２にしめすように、，～１１月にピークがある。（卸売

単価の季節変動は、季節指数で９５．２～１２１．８であって、ほＸ安定している。

主要出荷地である東京と鹿児島の取扱高の季節変動は．図－５にしめすように．

仏
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表-１東京都中央卸売市場におけるアオダイの出荷地別取扱高

上段数量（l(9)下段割合（筋）

鹿児島県 長崎県 その他の県

嗽
一
列

合計

１９ス５４５

１０００

２０５，８０９

１００．０

１４５，９２２

１００．０

２６２５８９

１００．０

１５１．４３２

１００．０

１５１，２９５

１００．０

１６０．７９１

１００．０

１７４，２０１

１００．０

２０２，８９６

１００．０

２２６，０７６

１００．０

７６，５１５

５８．７

１０２，８１０

５２．０

１０，２００

５２

８０

０．０

Z９５８

４．１

１０５，８５５

５１．９

５７ ７１，７７５

５５．２

１５，８０４

６．８

６４４

０．５

１１．７５１

５．８
｡

５８ １１６，０４０

８０．６

8，０４９

５．６

１０，０１５

ZＯ

Ｒ７６０

６．８

６０

０．０

１５，６０７

５．８

５９ １５５，７８１

５７．０

７５，５９７

２スヨ

２５９２

５．５

１ス２１２

６．４

４０ ４９１７００

５８５

１６，８２１

６．６

２６，６０４

５６．２

５８，０９５

１４．５

２１４

４．４

４ス５８５

５６．２

５，５６４
：Ｔ，

４ﾑＩ

５０，５２５

５８．５

８．７２１
■､

６．６

４１ １２１０２

１４．５

４２ 5２８４１

２４．８

4，５５２

２．７

４８，５７０

５０．２

５４，８２４

５４．１

１５，２０５

８．２

９０，８２２

５２．１

２８，５７０

１４．０

１４，７０５

８．４

２６，９７６

１５．５

５５，６２６

２０．５

４５ 6，０８２

５．５

２９４５

４．９

４４ ５４．５７６

７６．１

5，５４５

２６

4，８６４

２．４
●

9Ｍ５１

４４．０

４５ １１，５１４

５．１ 641二’'2;：
２２０４１

１２８

５月と１２月を除いては．ほｇその傾向は一致している。

１９

－１１－



2．伊豆諸島におけるアオダイ漁業ｗ

２－１漁具漁法～）ｊ

～ロ伊豆諸島近海におけるアオダイは；ハマダイ．とメダイーメダイ等と共に底魚類を

～;対象とした釣の主要漁獲物として水場されている百Ｆ

】?i当業船のほとんどが、１～１５トンの小型船でも;２乗組員は１～１０人である。

漁具は図－４に示すような縦縄で．ハマダイ息等の底魚類を対象とするより釣針は．

やｈ小さく、釣針数1.〔多くなっている。～〈:)バノーー－，．

餌はイカ．サンマ．クサヤモロを用い、船首を風上に向け潮上より漁具を投入し釣

獲する。これら漁具魚法は．

ｐ

魚群探知機の使用および漁具

資材の変化以外には、昔から 箱サルカン

ほとんど変っていない。

（漁具の構造）

イ．道縄：テトロン組糸４０

号６００ｍとする。

ロ．幹縄：ナイロンテクス５

分、長さ１．２ｍの

もの１５～２１本。

へ枝縄：ナイロンテクス２

］長

壽･貢ら［

ヨ

付

分６厘のもの

１２～２０本。

二、釣針：１寸８分～２寸５

分、１２～２０本

ポホ、，サルカン：

～－４Ｘ５位のもの

１２～２０ケ、幹．n゜

縄ごとに結ﾗ着。

へ．重錘：鉄製８００～

１，２００，のもの。

＆

ナイ

２分 DｌＥｆ

託

、

八
．‐。．，。$９．九・・、,・づき､.￣･八丁',ルク．

画二‘いくｱ牙雰摘鶴真

－１３－



２－２漁場～、トーｉＦｄＴ丸霧‘鰍jfX→～､〉

東京都水試および民間当業船の記銚!),しば.小笠原諸島近海においても釣獲きれ
いf)了たことがあるが．その分布域については左だ明らかにされていない。東京都海面にお

いて．主としてアオダイが水場される海域は、伊豆諸島近海で現在好漁場が形成され

、ているところは、三宅島近海（３４．－０５'ｉＮ）、黒瀬（５５．－５０／Ｎ）、八丈

h:ハ島近海（５５゜Ｎ）守青ヶ島近海（５２９=Y２６／Ｎ）;の４漁場で、過去においては

大室出し（５４．－５２′Ｎ）．神津島;近海（３４．－１２Ｎ）､～銭洲（５５．－２３

ＩｆｉＮ）においても好漁場が形成されたといわれている。トー
Ｑ

(トン）

２０

１５

０
５

１

漁
獲
高

1５２０２４(.O）

図－５黒瀬漁場における２００，層水温と漁獲量ｒ
●

アォダイは．ハマダイ等の伊豆諸島近海に多くみられる他の底魚類に比して生息す

る水深は浅く、水深８０～２００ｍに分布し、１２０～１５０ｍの水深で最も多く漁

獲されることが経験的に知られている。一般的に漁場が形成される海底地形は．水深

２００ｍ以浅の棚状のところか．或は．浅瀬の湖上の斜面でご勾配の急な斜面にはあ

室b好漁場は形成されないようである。￣へ．《小Ｔ：｣い…

黒瀬漁場における水深２００ｍ層の水温と漁獲量の関係はげ図－５にしめすとおり、

１５℃以上の水温で多獲される傾向がみられ、黒潮前線が漁場形成に大きな影響を与

-１４－



えているものと推測できる。

水場高
１２）

東京都海面におけるアオダイの水揚高は、図－６にしめすとおり、昭和５１年に．

４５０トンのピークがあり、その後．昭和５４年から昭和５９年にわけて１８０トン

前後の安定した漁獲がみられたが．それ以後不振が続いている。

２－５

(トン

５００
、

「1１

１００

水
場
高

．、

２５５０５５４０１ ４５

年次（年）

図-６東京都におけるアオタイ水揚高 八５６

･･力`;い'..ＶY

仮Dに伊豆諸島海域を北部（大島～利島）、中部（新島～御蔵島ルー南部:(黒瀬～

青ヶ島）．の三海域に区分すると．図－７にしめすとおり、アオダイの漁獲される海

域は昭和５７年～４１年の５ケ年間を除いては．大部分が南部海域でしめられており、

この傾向は昭和４２年以降著しく左っている。

●
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(％)１０

水
場
割
合

５０

６

５５５０ 4０年次（年）

図－７束京都海面における海域別アオダイ水場割合

５．尾又長と体重の関係

当場調査船が昭和４１年以降青ヶ島以北の伊豆諸島海面において、釣獲試験を行なった材料

について、尾又長および体重を測定した記録（範囲尾又長１９～６０℃加．４５４尾）から

図－８のとおり両者の関係は．両対数

グラフ上に直線であらわされ、その関

係式を最小自乗法によって求めると．

次式であらわされる。

Ｗ－ｑＯ５４０Ｌ２Ｂ５４７

ｗ：体重，

Ｌ：尾又長ｃｎｎ

(，）

Ｗ＝０． 」

1,000

白

体
重

■’
PＩＬ

尾叉長

図-８尾叉長と体重の関係
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4．年令形質

４－１材料および方法

１）供試魚

年令形質の調査に用いた標本は．表－２にしめすとおり、主として伊豆諸島南部海

域で水場されたものを用いた。昭和４１年分の標本は鱗のみを用い－昭和４６年分の

標本からは、年令形質であると思われる、鱗、脊椎骨､耳石．主鯛蓋骨を採取した。

、

表－２採集標本の漁獲日、漁場．標本数および尾又長範囲

標本数漁獲日

Ｓ４１．ス２７

８．１

８．１６

８．２０

８．２１

８．２４

９．１４

１０．５

１０．４

小計

Ｓ４６．ス６

ス１６

ス２８

ス５０

７．３１

１１．１１

１１．２０

小計

合計

漁場

iilhJliLJ
1il滋1J

海近怡万
海

瀬
海
瀬
ズ
海

近
近

一
近

島
〃
〃

島
ネ
島

杖
黒
杖
黒
壱
岐

〃

１２６

鳥島近海

八丈島近海

〃

〃

三宅島近海

三宅島近海

八丈島近海

１
６
１
１
５
７
８

１
１

４８．９

２８．８－．５７．１

２Ｚ０－５１．２

２ス０－

５５．２－５５．４

２８．４－５２．１

２９．４－４４，６
Ｊ１･＿ ﾛ、ｑ

ゴル`､'-..

－１７－



各年令形質の処理方法および測定部位

(1)鱗

年令形質の検討に用いた鱗の採取部位は胸鰭後方部（図－９のＶとⅥの境界線附
.．：,－１`

…近．昭和４１年の標本）あるいは胸鰭の背側部（Ｖの部位、昭和４６年の標本の大

巨部分）とした。またも

、鱗の標本の部位別適否～

を比較検討するために、
４

２）

Ｃ

昭和４６年標本の１０

個体（Ｆ・Ｌ２ａ４～

５７．１ｃ腕）に|混っては．

体側全域（Ｉ～Ｘ）か

ら部位別に採取した。

採取した鱗は常法に

より処理し、昭和４１

年標本についてはセル

図－９アオダイ採鱗部位ロイト・板にプリントし

たものをざ昭和４６年標本については、実物を観察測定したｂ測定にあたっては、

図－１０にしめずように、焦点から右上隅の基側角との間を鱗長（Ｒ）とし．その

２点を結んだ直線か各輪紋と交叉する点から焦点までの間を各輪紋長（ｒ）とした。

た凶し、大型個体より採取した

鱗については焦点が不明確に在っ

ているのでも若年魚の鱗を参考に

焦点部位を推定した。

後述する工う左理由で輪紋の読

取りか生l難であったため､個人的

な誤差を少しでも避けるため、な

るべく複数で読取りを行左い、か

つまた．鱗径と各輪紋長との関係

について疑問が生じたときは．再

度測定を行たった。注た、各輪紋

●

長
Wmp（ ｒ：輪紋長

図－１ｏ鱗の測定個所
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長はく正常鱗５枚の相埼位置における平均値を用いた。～

(2)脊椎骨

■採集した脊椎骨は５個（第１し、～１４骨）である。採取したのち煮沸により筋肉

繊維等を除去Ｓ水洗したのちアルコールで脱水し６ベンジンで脱脂したものを観察
測定に供した６

(、

８

）竃

６
４

椎
体
半
径

２

１５ ２０２４

Ｕｒｏ８ｔｙを除く

１０

＃f付番号

15
0.1

脊椎骨.長曲i良

図－１１脊椎骨長曲線原椎骨番号Urostyleを除く勺

アオダイの脊.椎骨長曲線（ＦＬ27.0｡"のもの１個体）は、図－１１に示すとお

りである。こ＆で取扱った５骨の範囲では、椎体半径は、ほ苫等し〈、しかも最大
ち

限に近いので測定の目的に適してい

るとみられる。‐

観察を容易にするためｄ脊椎骨左

半分を除去し、軟かい鉛筆（４Ｂ）

で軽く椎骨凹入部（図－１２で断面

lに挾まれた部分）をなでて隆起輪

（以下輪紋という.）を浮きださせ

Ｖａ：椎骨前半判径 た。この輪紋は鱗の場合の成長休止
ｖｐ：椎骨後半半径

図-ｍ脊椎骨の測定個所{,'二鰭震茸薑帯に相当する年令標徴とみたした。
－１９￣



観察は実体顕微鏡により輪紋を確認し、切断面に輪紋位置を表示したのち、万能

投影器により測定した。

脊椎骨には、図一，２に示すように正中線切断面上において、前半および後半に

、測定部位をえられるが～それぞれの半径および各輪紋までの長さ、｣すなわちＶａお

よびｖｐを測定した。この方法により平面上の測定とたるので、万能投影器の使用

について危倶される焦点移動にともなう測定誤差を少なくすることができた。

(5)耳石

耳石は摘出後允蟹らに付着物を除去し、７０筋アルコール中に保存した。

観察には実体顕微鏡、測定には万能投影器を用いた｡

(4)主鶴蓋骨

採取した主鯛蓋骨は．脊椎骨と同様の処理をしたのち、実体顕微鏡で観察した。

℃

４－２諸年令形質の性状

１）鱗

麟は大型の櫛鱗で、その形状は体側中央部では五角形に近い形であるが、体側中央か

ら離れるにしたがって．楕円形に近い形となる。いずれの個体においても．体側中央部

（図－９のⅣ～Ⅵ）の隣は大きく、特にＶ部位の､のが大きい。この部位の鱗では、溝

は６．７本から↑O叡本みられる。隆起線は被種部全般にわたり焦点を中心に同心円

状に密に存在し、鱗長４鯛１m程度の騨で１９０～２００本におよぶ。焦点は若年魚におい

Ｌては明瞭であるかびその後魚が老令化するにつれて．鱗が大形化するほど次第に不明確

になってくる。

、

丁九輪紋はメダイの鰊と同じく、図－１５に示すようにＩ型（隆起線近接）、I型（前

縁部にかかるところで「断ち切り」）、Ⅲ型（側縁部にかかるところで「断ち切り」）

:としてみられる。しかしながら．前述したように、アオダイでは|遙起線間隔はきわめて

密で.しかも輪紋とおぼしきものも多数みられたので．Ｉ型の判定は非常に困難であっ

%た゜この傾向は、鱗の外側ほど、すなわち大形個体の鱗ほど著しく、従って輪紋として

読取り可能なものは若年魚の鱗が主で、また．それの大部分がＬｍ型であった。
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1［●

Ｉ

図－１３輪紋の各タイプ～；（丁フト’１１

２）春椎骨

脊椎骨数は２４個（Ｕｒｏｓｔｙｌｅを含む。）で、そのうち腹椎骨は１１個．尾椎

骨は１３個である。椎体長は．図－１１に示したとおり中央部の第５～１６骨はもっ

とも大きく、しかも同大で前後末端になるにつれて小さくたる。

輪紋読取りに使用した第１０～１４骨では．椎体凹入部に関する|混り脊推骨後半の

方が前半より多少大きかった。どちらの場合も輪紋は、一応すべての個体について認

められ､一般的にみて前述の鱗の輪紋よりも読取りは容易である。

５）耳石

耳石は、図－１４に示すように～

典形的な形状で矢尻形をしており、

外面がへこみ内面が突出している。

内面には隆起と溝かみられ、隆起

は巾広<存在し、後方で溝を包みこ

むようになっている。角は前縁に顕

著なものが１個あり、さらに．その

上後方に比較的ゆるやかな角が１個

ある。

巳

図－１４アオダイ右耳石模式図
年令形質としては、鱗や脊椎骨よ

りも価値が低いようで．新鮮な個体から採取したものの一部には16｢,年令標徴とおもわ

れる輪紋もみられたが、他の大部分のものについては、認められたかった。
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４）主蝋蓋骨
１０）

主鰯蓋骨について観察したところ、本邦産ブリにみられるような顕著な年令標徴と

みたせるものは認められなかった。

４－５各年令形質長の尾叉長に対する回帰

１）鱗

昭和４１年に採集した１２６個体のうち、１個体あたり５枚の正常鱗を測定できた

１０６個体について尾叉長に対する回帰直線を求めると、(1)式が求められた。

（図－１５）Ｖｓ－０．１４Ｌ＋１．６１士０５７……(1)Ｖｓ－鱗長（繩）

Ｌ＝尾叉長（、），

●

D1j1

「↑６

、

２０ ４０５０ ５０（C､）
尾叉長

図－１５アオダイの尾叉長と鱗長の関係

この回帰直線は．表－５にしめすとおり、一次の回帰のあることが認められた。

－２２－－



表－５アオダイ鱗長の尾叉長に対する回帰係数の有意性の検定

要因平方和（８）自由度（ｆ）不備分散（８）不偏分散比(Ｆｏ）

６ＩＦＯ＞Ｆ、（０．００

２）脊椎骨

昭和４６年に採集したアオダイ４７個体（Ｆ・Ｌ２ｚＯ～５２．１ｃｊｉＥ）に二

椎骨前半の半径および後半の半径について回帰直線を求めると、前者につい

(2)式が後者については．(5)式か求められた。

（図－１６，図－１７）

Ｖａ－０．２１０Ｌ－１５５９士０１００.…(2)Ｖａ－脊椎骨前半半径(”）

Ｖｐ－脊椎骨後半半径(”）

Ｖｐ－Ｏ２１５Ｌ－１．１５９士0.516．…(5)Ｌ－尾叉長（clMz）

岳

脊2.1ｃｊｉＥ）について、

前者については．

0ｍ）

１０

８

前
半
長
半
径

■Ｉ

６

〃

４

２

２０５０４０

－－:、レム.‘,,:？〒.ｍが:ｉｔ

椎骨前当|当半径と尾叉長との関係

５０

尾叉長(｡?！）
１０

，（、ＩＦ
,:.豆1

図－１６
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直線を求めると前者については（４）式が後者については（５）式が求められた。

Ｖｏｌ－０．１７Ｌ＋５．９２士０．４４……(4)Ｖｏｌ：左耳石径（〃碗）

Ｖｃｒ：右耳石径（煎舸）

Ｖｏｒ－０．１７Ｌ＋５．９９士０．４２……(5)Ｌ：尾叉長（“）

これらの回帰直線は、表－５にしめすとおり、－次の回帰のあることが認められた。

（図－１８，図１９）

表－５アオダイ耳石径の尾叉長に対する回帰係数の有意性

の検定

ザ

（Ｓ） （ｆ） （８）

､＞Ｆ≦」ｑＵＵ

Ⅱ■｣ﾖーペゴＬ

(’１，W）

１５

左
耳

０１

石
径

ｂ

５

５０ ４０1０ ２０ ５０ ６０

尾叉長
図-１８左耳石径と尾叉長との関係
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＠m"）

１５

右

耳

石口

径１０

■

５

’’ｔ６ｉ

１０２０５０４０５０６０尾叉長(CWO
１

－図-１９右耳石径と尾又長との関係

４－４各年令形質の個体内変量

１）鱗

個体内の変異をみるために、図－９にしめした体側１０部位より採取した鱗（昭和

４６年に採集した標本のうち１個体．尾叉長２９．９c〃のもの）はいずれの部位からも４

本の輪紋がみられ、これら輪紋の読みとり値の分散を「Ｂａｒｔｌｅｔの方法」により検

定すると、表－６にしめすように有意差は認められなかった。

０

表－６アオダイ鱗の読取輪紋長の分散の均一性の検定

￣、
Lｌ５４０１９－６９９ 」６

]＜xV1＜19．ｃ

輪紋の出現位置は、表－７にしめすように、第１輪５０～４５妬、第Ｈ輪５５

～６２妬、第Ⅲ６９～７８筋、第Ⅳ輪９６～９７妬であったが、表－８にしめす

－２６－



表－７キアオダイ鱗の輪紋の出現位置

採鱗部位
一一一一一

Ｉ

ＩＩ

ＩＩＩ

ＩＶ

Ｖ

ＶＩ

ＶＩＩ

ＶＩＩＩ

ＩＸ

Ｘ
＝￣－－－"－

平Ｊちり

第Ｈ輪 第Ⅳ輪

９６５０

９６５８

９６２０
．.い､「‐

９６．８０

：

９７．１０

９６０４

９６．５０

９７．０２

，９６６４

９６８８

－－－#－－▲＝÷－

９６５９

JlIlJjJlTL
▽

５６．６２ ７４．７２

ようにＱその相対位置は第１輪、第Ｈ輪、第Ⅲ輪につろては採鱗部位によって差のあ

ることが認められた。■

表-８アオダイ鱗の輪紋の出現位置の分散分析

要因 ｆ ＦＯ日

F･>F4i(O川主効果(A）

誤差⑪

１１５２．８５

６５５．２５

－－＝￣

１９８．７２

１００．２５

９

４０

１２５．８７

０◇

１５．８８

7．９５

第１輪0

■ヮ（０．０１）ＦＯ＞F4O----
主効果(A）

誤差⑩

９
Ⅲ
’
９
０

‐
－
－４

２２．０８

２．５１

8．８０

第Ｈ輪

FO>F4;(o川主効果(A）

誤差⑪

５５１．４７

．ｆ

Ｔ７ス２６

５６．８５

４．４５

8．５１

第Ⅲ輪

ｙ

Ｆｏ＞Ｆ４Ｏ（０．０１）主効果(A）

誤差⑪

５．８５

４４．５７

９

４０

0．６５

１．１１

0５９

第Ⅳ輪
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これら差のあった第１～Ⅲ輪について、各部位ごとの平均値の差の検定を行なうと、

表～，にしめすように１０部位の中ては、Ｖ部位の鱗から読取った輪紋出現位置が

他の部位からの鱗から読取った翰紋出現位置と有意産がもっとも少なく、（表－９総

計欄：１１）すなわち共通しているところがもっとも多かった。

いつぼう昭和４６年に採集した標本のうち１０個体（Ｆ、Ｌ２８．４～５Z1clm）に

ついて、各採鱗部位ごとの再生鱗出｡現率をみると、表－１０にしめすようにＶ部位
,γi､1.1.,

カユら採鱗したものは低いほうに属する。

ワ

アオダイ鱗の輪紋の出現･位置の部位ごとの平均値の差の検定結果
；《．/

〔有意差（α＝０．０５）のあったもの＊印〕

表－９
．，人？

第Ⅲ輪．～第Ｉ輪華 第Ｈ輪

■Ⅲ
採鱗部位 ＩＨｍⅣＶⅥⅦⅧＫＸ

Ｘ
（
』
＊

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

Ⅸ
：
｛
＊

＊
＊

＊
＊

Ⅷ
＊

＊
＊

＊
＊

Ⅶ
＊

玉
＊
＊

＊
＊

Ⅵ
＊

＊
＊
＊
＊

ｖ
＊
＊

＊
Ⅳ
＊

＊
＊
＊
＊

Ⅲ
ム
＊

＊
＊
＊
＊
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５
５
５
５
５
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ｌ
Ⅲ
Ⅳ
ｖ
Ⅵ
Ⅶ
Ⅷ
Ⅸ
ｘ

ひ

以上２つの観点から年令形質として鱗を用いる場合には、Ｖ部位から採取するのが．
O

もっとも妥当であると思われる。
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表－１ｏアオダイ体側１０部位から採取した鱗の再生鱗出現率，で
一 ｢￣

rmil
L--」一

仰
丁 4-「

勺

２）脊椎骨

輪紋が５輪読取れる６の４個体と、４輪読取れるもの|可じく４個体について、前半

および後半にみられる輪紋の出現位置の差の有､無をみると、表－１１にしめすとおり

差は認められなかった。従って、前半と後半にみられる輪紋は、ほ蟹同時期に形成さ
叶

れるものと,思われる。

表－１１アオダイ椎体の輪紋の出現位置の分散分析

jTiI

ｆ
一
１
６
１
６
１
６

ＦｏＳ

７．２２

１５．５９

６．６６

２．１５

４．０６

０．６５

ＯＭｌＦ２(0,5)>Fｏ
第１輪

川｜Ｆ１(0,5)>F○
第2輪Ⅲ輔漁

=§|ＦｌＩｍ>…:川）第５輪

F1(００５)>Fｏ

Ａ
Ｅ
Ａ
、
Ａ
Ｅ
Ａ
Ｅ

０．６６

２２．０８

５．６５

６５．２７

１
６
１
６
１
６
１
６

６
８
５
５
５
５
５
８

６
６
６
５
５
５
０
７

●
●
●
●
●
●
●
●

０
５
５
０
４
５
０
８

１
１

0．１８

第１輪

FA(００５)>F・0．５５

第２輪Ⅳ輪魚

FA(0,5)>Fｏ0．５２

第５輪
８１．１６

００５

５２．６９

F:(0,5)>F･０．００

第4輪
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４－５個体間の輪紋の対応性

１）鱗

焦点が比較的明確に定めることのできた１０個体（Ⅲ輪魚５個体．Ⅳ輪魚５個体：
’トドｉ

Ｆ．Ｌ２８．４－５７．１c腕）の各輪紋の測定値は、表１２忙示-すように一定の巾に分布

し、しかもその平均値間には．596の危険率で有意差が認められ、各輪紋は明らかに

ノナ分離していた。～Ⅱ■

巳

表－１２アオダイ鱗の平均輪紋長およびその平均尾叉長に対する
回帰係数と検定）

回帰係数の検定一

｢~T~ＴＴ~ﾖｰT~高
、輪紋長

二i雲二｢盧雲li雲
回帰係数 師

一
脈
雛
一
脈
」
艦
一
脈
雄

Ｓ
｜
川
Ⅶ Fo<F:(００５）0．８８0．１４

０．１６

１

８

0．０５６ろ.１７

第１輪

Fo<FBmO5）1．５５0．５４

０．２２

１．０６

０．２４

0．５４

１．７２

１．０６

１．９０

１

８

0．４７5．１０

第Ｈ輪

Fo<F:(005）4．４２１

８

0．４９６６８

℃－
古゛--●。

第Ⅲ輪

Fo<F1(００５）０．００

-m''二二
0．００

０．２７

１

５

０．００

０．８１

8．２２

第Ⅳ輪

また、これら各輪紋の平均輪紋長と平均尾叉長の間には、同表に示すように回帰は

…'認められなかった。（図－２０）
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呵
扣
８
６
４
２

伯
紋
長

､

１０２０５０４０尾叉長（ロ）

図－２０アオダイ鱗における各輪長とそれらの平均尾叉長に対する回帰直線

２）脊椎骨

（１）前半

前項（４－５の１））で取扱った標本では．脊椎骨にも比較的明確な輪紋を読

取ることができるか、これら５～４輪標示魚のほかに脊椎骨では、６輪標示標本．

表－１５アオダイ椎体の平均輪紋長およびその平均尾叉長に対する回帰係数

の検定

輪紋長

享更玩i薑１月雲章;i扇菫

回帰係数の検定

百丁~I-Tで~T~言［

俳一川 要因 ＦＤ
－

１２５０ ＞ＦＩＩ(0川回帰

残差

0．２０ 0．２５

０．２４

０．２５

０．０２
＝－－－

０．０５

０．０３
－－－

＆｡、､０６

０．０４

１

１１
第１輪

<ＦＩＩ(Ⅲ）

酬
雌
一
脈
艦
一
脈
雌
一
服
雌

5．４７ 0．０４５ ０．０５

０５８

?０．０６

０．４０

0．１９ １

１１

1．６０

第２輪

<Ｆ１|(川）

<F1（O川

くF１（001）

4．５２ 0．２０ ００１２

１
６

1．５０

第５輪

0．２６

０．１２

０．１８

０．０６

0．２６

０．０２

１５．００

第４輪

１
１

0．１８

０．０６

0．１８

０．０６

5．００

第５輪

<F１（O川7．２７１０．１４ 0.24

0.09

１
１

第６輪
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５個体を．この目的に加えることができる。これら１５個体の各輪紋の測定値は、

表－１２．図－２１に示すように一定の巾に分布し、しかもその平均値間には１禿

の危険率で有意差が認められ、、各輪紋は明らかに分離していた。

従って、脊椎骨前半にみられる輪紋には個体間に対応性があるといえる。

左允、これら各輪紋の
（muE）

平均輪紋長とその平均尾

叉長の間には、同表にし

めすように．第］輪を除

いては、１筋の危険率で

回帰は認められなかった。

１０

椎骨前半長の尾叉長に

｡

８
６

・
４

脊
椎
骨
前
半
輪
紋
長

２

２０５０４０５０尾叉長（Cl､）

図－２１アオダイ脊椎骨前半における各輪紋長とそれらの

平均尾叉長に対する回帰直線

(2)後半

前半と同じ標本による脊椎骨後半にみられる各輪紋の測定値は、表－１５．図一

２２に示すように、その測定値は一定の巾に分布し、しかもその平均値間には１妬

の危険率で有意差が認められ、各輪紋は.明らかに分離していた。

従って、脊椎骨後半にみられる輪紋には．個体間に対応性があるといえる。

０

１t

、０

0
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表－１４アオダイ椎体の平均輪紋長およびその平均尾叉長に対する回帰

に綴轍の検定

輪文長 回帰係数の検定

-1FＴ－５７ＴＦＴ標準備差 回帰係数

>ＦＡ(O川0６５０ 0．０５６

Ⅲ
川
一
Ⅲ
Ⅲ

第１輪

⑲１１，（０．０，）5．５５ 0．５０ 0.052

第Ｈ輪℃

くＦＡ(0川4．６６ 0．２９ 0．０５１

第Ⅲ輪

>FIS（Ⅲ〕0．０７７

第Ⅳ輪

qlJ農(oⅡ6．８８ 0．４０ 0．１４８

第Ｖ輪

｜Ⅲ川一
ｒ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
「

<F１（川）7．７０ 0．１６６0．４６

第Ⅵ輪

ヅミまた./,これら各輪紋の

平均輪紋長とその平均尾

叉長の間にki、同表にし

めすように．第１輪、第

Ⅳ輪を除いては．１筋の

危険率で回帰は認められ

なかった。

蔓の尾些又侵(”）

脊
椎
骨
後
半
輪
紋
長

８

･

６

４

２

５０４０５０尾叉長(cmI）

アオダイ脊椎骨後半における各鱗紋長とそれらの

平均尾叉長に対する回帰直線

図－２２

－３３－



４－６年令標徴としての輪紋

６輪まで読取ることのできた、脊椎骨椎体にみられる輪紋の年令標識について．前

項（４＝５の２１）の標本を用いて検討を行なった６
｡.?,ｐ｛､....．d

表－１５（椎体前半）および表－１４（椎体後半）でしめした各輪紋別の平均輪紋
：９．１

長を４－５の２）の回帰直線式（椎体前半(2)式、椎体後半(5)式）に代入して、輪紋形
､：;、，

成時の尾叉長を算出すると．表－１５にしめすように椎骨前半および後半から求Hf)た

計算尾叉長は、ほぎ一致している。
｡

表－１５アオダイ椎体の輪紋形成時の計算尾叉長（輪紋長鰄１Ｍ尾叉長c卿）

項目

平均輪紋長

言|算尾叉長（Ｌｎ）

平均輪紋長

計算尾叉長（Ｌ１ｎ）

ｒ６

ス２７

４１．９５

７．７０

４１．５９

ｒｌｌｒ２

繍
緋
一
繊
緋

このようにして求めた計算尾叉長から、ＷＡＬＦＯＲＤの定差図を描くと、椎体前

半の各点（Ｌｎ，Ｌｎ＋１，図－２５の○印）および椎体後半の各点（Ｌ１ｎ，Ｌｈ＋１，

図－２２の懲印）ともに、一直線上にのり．輪紋形成に周期性があるといえる。

従って、脊椎骨椎体にみられる輪紋は、前半．後半ともに年令標徴であるといえる。

▼

●
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０
０
０

０
０
０
０
０

０

９
８
７
６
５
４
５
２

１

１＋
ｎ

Ｌ

’
Ｏ前半

●後半

_■

１０２０５０４０５０６０７０８０９０．，

、尾叉長（Ｌ、）

図－２３アオダイ椎体の輪紋形成時の計算尾又長より描いた
ＷＡＬＦＯＲＤの定差図

４－７考察

アオダイの年令形質としては．脊椎骨かもっとも適しており．それに次いで有効

性がみられるのは鱗であり、耳石と主鰐蓋骨とは不適当であるといえる。

即ち脊椎骨においては．椎体半径と尾叉長との間に一次回帰が認められ、同一個

体内における輪紋の相対位置には変異がなく．個体間における各輪紋は対応してい

る。各輪紋は明確に分離でき、かつ、輪紋形成にあっては、周期性があることから、

各輪紋は年令の標示をしているといえる。

また、輪紋も明瞭で容易に読取ることかでき、しかも観察、測定に供した標本に

あっては輪紋の重複．偽輪などがみられたかったことなど．年令形資として必要な

条件を値ｇ満足している。なお．年令形質として脊椎骨を用いるにあたっては．輪

紋読取りの容易さから、椎体半径が比較的大きく、しかもその値の変異が少ないと

みられる第１０～１４骨の後半を使用するのが、最も適しているものといえる。

左た゛鱗についてみると鱗長と尾叉長との間に、－次の回帰がみられるものの．

同一個体内における輪紋の相対位置には若干の変異がみられた。しかし、４輪標示

･
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魚注での鱗にみられる各輪紋は個体間において対応しており、各輪紋は分離できた｡

従って、年令形質として使用できる可能性はあるが、｜逢起線は密に存在して輪紋の

判定が非常に困難であること、個体が老令化し、鱗が大型化するにつれて焦点が不明

確になることから、年令形質としての信頼性は脊椎骨の場合よりもかなり薄い。

しかし、今後アオダイ資源調査を行なうにあたって、標本作製や経済的な理由から、

やむを得ず若年魚の年令形質として鱗を使用する場合には、採鱗部位の選定。すなわ

ち体側中央側線下の部位（図－９Ｖ部位）からの採取、とともに測定処理に対する慎

重さ〔４－１の２）の(1)〕が必要である。

以上のほか新鮮な個体から採取した耳石の一部には輪紋を観察することのできたも

のもあり、尾叉長との間に一次回帰も認められたが、一応年令形質としての価値はな

いものと判断した。

主鯛蓋骨については成長休止帯と,思われるものを観察することができず、年令形質

巳

夕

Ｃ

としての価値はないものといえる。

●
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要約

1．〆グイ資源調査

１）流れ藻に付随するメダイ幼魚は黒潮流軸が例年より南下したため、流れ藻が少なく、

十分な調査結果は得られなかった。

２）メダイ幼魚は水温２１℃以下ならば飼育可能なものと思われる。

５）釣針による標識は釣針の材質について検討改良したければたらない。

４）メダイ卵と思われる浮遊卵を採集したが．飼育確認するまでに至らなかった。

』

｡

2．アオダイ資源調査

’）アオダイは関東以南の太平洋岸および沖縄に分布している。

２）東京都中央卸売市場におけるアオダイ多愚出荷地は、東京．静岡．長崎、鹿児島の４

都県で、同場取扱高の９０妬以上をしめている。

５）東京都中央卸売市場におけるアオダイ取扱高の季節変動は，～’１月にピークがある。

しかし、卸売単価はあ左D変動しない。

４）漁場における２００ｍ層水温１５℃以上で多獲される傾向がみられ、黒潮前線は漁場

形成に大きな影響を与えているものと思われる。

５）伊豆諸島海域におけるアオタ･イ漁獲高の大部分は、南部海域（黒瀬～青ヶ島）で水場

されている。

６）アオダイの年令形質としては、脊椎骨が最も優れていた。鱗の年令形質としての価値

は、とくに高令魚においては、脊椎骨に比して低かった。耳石および主鯛蓋骨の年令形

質としての価値はないものと判断した。
’１．?．ノ』．｡

７）鱗にみられる輪紋の相対位置について、若干の個体内変異は認められたが、体倶Ｉ中央

（側線下胸鰭先端部付近）から採取した鱗は他の部位との共通性多く、また再生鱗出現

率も低かった。

８）鱗には隆起線が密に存在し、輪紋の判定は困難であった。また、個体が老令化し､鱗

が大型化するほど焦点は不明瞭になっていた。

，）尾叉長と体重の関係は．次式で示される。Ｗ－０．０５４ＯＬ２．８５４７

１０）鱗長と尾叉長の関係は・次式で示される。Ｖｓ－Ｏ１４Ｌ＋１．６１士０．５７

１１）脊椎骨椎体半径と尾叉長の関係は次式で示される。

Ｃ

－３７－



椎体前半Ｖｆ－Ｏ２１０Ｌ－１．５５９士ｑｌＯＯ

椎体後半Ｖｌ－Ｍ１５Ｌ－１．１５９士０．５１６

１２）耳石長と尾叉長の関係は次式で示される。

左耳石．Ｖｏｌ－０．１７Ｌ＋５．９２±０．４４

右耳石．Ｖｏｒ－Ｍ７Ｌ＋５．９９士Ｍ２
，

指導および助言者．調査担当者
の

指導および助言者東京水産大学助教授 高木和徳

東京都水産試験場調査担当者および

担当区分

大島分場分場長 塩屋照雄（総 括）

主任
研究員

ｊ
Ｊ
１
Ｊ
Ｊ

め
般
イ
究
ィ
究
イ
究
イ
当

』》》》》》帝『》》
く
し
く
く
く

仲村正二郎

斉藤実

上田達郎

八丈分場 中山恒輔

東京水産大学学生 桜井守

Ｉ

◆
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松原喜代松：魚類の形態と検索１，Mm，石崎書店（１９５５）

東京都：東京都中央卸売市場年報水産物編（１９５９～１９７０）

東京都水産試験場：小笠原の水産版５昭和４５年２月

三谷文夫：ブリの漁業生物学的研究近畿大学農学部紀要第１号

８１～５００（１９６０）

海上保安所：水路部海洋速報昭和４５年５月、４６年５月

東京都：東京都の水産（１９４９～１１６９）

久保伊津男．吉原友吉：水産資源学改訂版共立出版（１９６９）

佐藤栄、加賀吉栄：マイワシの年令に関する研究（第２報）北海道水産研究報告

（５）４５～５２（１９５２）

近藤恵一、黒田－紀：サバ属魚類の成長ｌ・東海区水産研究所報告

第４５号５９～６０（１９６６）

真道重明：東海におけるレンコダイ資源の研究西海区水産研究報告

第２０号（１９６０）

神奈川県水産試験場：底魚資源調査研究報告資料妬１６７（１９７１）

静岡県水産試験場：キンメダイ資源調査研究報告書（１９７１）

岸根卓郎：理論応用統計学養賢堂（１９６９）

高橋晄正：医学生物学のための推計学東京大学出版会（１９７０）

ＲＯＡ・フイシヤー：研究者のための統計的方法（遠藤健児他訳)～森北出版し

（１９７１）
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昭和４６年度指定調査研究総合助成事業

底魚資源調査報告書(ﾒﾀﾞｲ.ｱｵﾀﾞｲ）
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編集東京都水産試験場技術管理部

電話（６００）２８７５
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